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目 的　　 有 風 時 に 着 衣 の無 抵 抗 が 減 少 す る こ と は、 い く つ か の 研 究 で 調 ぺ ら れ て い る が

そ の 減 少 彫 響Ｊ ど の よ う に人 体 の 快 適 性 に 影 響 を 与 え る か は ま だ 解 明 さ れ て い な い。 そ こ

で、 従 来 著 者 ら に よ っ て 行 わ れ た 有 風 時 の 人 体 の 温 冷 感 に 関 す る 実 験 条 件 を 再 現 し、 座 位

の サ ーマ ル マ ネ キ ン を 用 い て 有 風 時 の 衣 服 無 抵 抗（ Ｉ。> ） を 測 定 し、 そ の 減 少 が 温 冷 感 申

告 に 与 え る 影 響 を 調 ぺ、 ま た、 従 来 の被 験 者 実 験 デ ー タ と の 比 較 を 行 う こ と を 目 的 と す る

方 法　　 座 位 サ ー マ ル マ ネ キ ン か ら の 熱 損 失 を、 静 穏 気 流.    0. 2,    0. 3,    0. 5,    0. 7，1.  0,

1. 5 m ／s の ７ 種 の気 流 速 度 ご と に 気 流 に 向 か っ て 前、 後 の 体｡方 向 ２ 種、 計1    4 パ タ- ン の

２ 種 類 の 衣 服 着 衣 状 態 と ヌ ード に つ い て 測 定 し た。 作 用 温 度 は27 ℃、 相 対 湿 度 は5 0%  Rh と

し た。 同 時 に、 マ ネ キン の皮 膚 温 を 鋼 一 コ ン ス タ ン タ ン 無 電 対 を 用 い て 測 定 し た。 そ れ ら

の 値か ら 衣mm 抵 抗(       I。,　） を 算 出 し、 体 感 指 標 の　P≫V と　SET* の 算 出 式 へ 代 入し た。一

結果 ・ 結 論　　 座 位 サ ーマ ル マ ネ キ ン に お い て 気 流 速 度 が 増 す と 衣 服 無 抵 抗（ 工。.       ） が

減 少 す る こ と が 確認 さ れ た。 被 験 者 実 験 に 用 い た0.  5clo の 組 合 せ 衣服 に つ い て、 静 穏 気 流

か らl.Om ／sま で 気流 を 増 加 す る こ と に よ りI  。1値 が　2 0 % 以 上 減 少 し た。 既 存 の 気 流 に 関し

て 行 わ れ た 体 感 実験 デ ー タ をも と に 今 回 求 め た 衣 服 熟 抵 抗 値 （I 。 ）を 考 慮 し て 修 正 を 行 う

と、 減 少 を 考 慮 し な い 場 合 と 比 較し て 標 準誤 差 が 小 さ く な っ た。 す な わ ち、 比 較 的 速 い 気

流 に 暴 露 さ れ た 場 合 の 予 測 温冷 感 をPMV 、SET* へ 代 入 す る こ と に よ り、 さ ら に 精 度 良 く 推

定 で き るこ と が わ か っ た。

D 72 人

文

体

化

の

女

局 所 冷 却 刺 激 が 温 熱 生 理 ・ 感 覚反 応 に 及ぼ す影 響

大 家 政　 ○ 安　 美 英　 田 村　 照 子

目 的　 ピ ー ク服 、 冷 却 服 等特 殊 作 業 服 設 計 の 基 礎 研究 とし で 、 身 体 表 面 に均 一 な 接 触 性

局所 冷 却 刺 激を 負 荷 し た 場 合 の、 深 部 温、 皮 膚 温、 全身 ・ 局 所 の 温 冷 感 、 快 適 感 等 へ の 影

響 を 検 討 し た 。

方 法　 実 験 は 、 気 温30 士0.5  ℃ 、 湿 度50 ±10% に 調 節 さ れた 人 工 気 候 室 で、1990 年 ７ 月

～９ 月 に 渡 っ て 行 な わ れ た 。 被 験 者 は 、 健康 な 成 人 女 子５ 名 。 冷 却負 荷 に はlot: の 冷 却 水

循 環 チ ュ ーブ を20cniX  lBcniに 配 し た も の２ 枚 を 試 作 ・ 使 用 し た 。 冷 却 部 位 は、 首 、 胸 、 背

腰 、 上 腕 、 前 腕 、 大 腿 、 下 腿 、 手 、 足 の10  ヵ 所 で あ る 。

結 果(1) 局 所 冷 却 に よ り 、 冷 却 部 位 の 皮 膚 温 は 、 い ず れ の 場 合 も 直 ち に下 降 し はじ め、

そ の 程 度 は 、 体 幹 部 よ り 四 肢 部 冷 却 時 に 、 よ り 顕 著 で あ っ た 。（2) 冷 却 部 位 の温 冷 感と 快 適

感 で は 、 冷 却 部 位 の 皮 膚 温 と の 間 に 、0.  9 以 上 の 相 関 関 係（p く0.05 ） を 示 す が 、 同 じ 皮 膚

温 であ っ ても 、 冷 却 時 より 回 復 時 に 暖 かく 、 快 適 と 感じ る 傾 向 を 示し た 。（s）脳 温 の 指 標 で

あ る鼓 膜 温 は 、 局 所 冷 却 開 始 と とも に 一 過 性 に 上 昇 し た の ち 下 降 し は じ め 、 冷 却 開 始15 分

後 の鼓 膜 温 の 上 昇 度 と 全 身 温 冷 感 と の 間 に は－0.7 の 負 の 相 関 関 係（ｐく0. 1   ） が 見 ら れ た 。

（4）体 幹 部 を 冷 却し た 場 合 、 皮 膚 温 の 低 下 は ほ ぽ 全 身 性 に 及 ぶ の に 対し 、 四 肢 ・ 末 梢 部 を 冷

却し た場 合 は。 そ の 影 響 が四 肢・ 末 梢 部 に 極 限さ れ 、 胸・ 下 腹 等 に は 、 皮 膚 温 の 上 昇 が 見

ら れ た.    (5）温 冷 感・ 快 適 感 の 波 及 効 果 は、 体 幹 部 刺 激 の 末 梢 部 温 冷 感 へ の 影 響 は 皮 膚 温 と

同 様 に大 き く 現 わ れ 、 末 梢 部 刺 激 の 体 幹 部 温 冷 感 へ の 影 響 は 胸 ・ 下 腹 等 に 現 わ れ た 。


